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1． JST ジュニアドクター育成塾



＜推進方策＞

・国は、国際科学技術コンテストに参加する児童生徒を増やす取組や、このような児童生徒の才
能を伸ばす取組を進める とともに、「科学の甲子園」や「サイエンス・インカレ」の実施など、科学
技術に対する関心を高める取組を強化する。
・ 国は、科学技術に関する才能を伸ばす観点から、高等学校の生徒がより発展的な内容を学べ
るようにするための方策や大学の入学試験の在り方に関する課題改善等について検討を行う。

第４期科学技術基本計画（２０１１〜２０１５年度）
第３章科学技術を担う人材の育成
（３）次代を担う人材の育成

我が国が、将来にわたり、科学技術で世界をリードしていくためには、次代を担う才
能豊かな子ども達を継続的、体系的に育成していく必要がある。我が国では、諸外国
と比較して、科学について学ぶことに興味を持ち、理数系の勉強が楽しいと答える中学
生及び高校生の割合が低いとされており、初等中等教育段階から理数科目への関心
を高め、理数好きの子ども達の裾野を拡大するとともに、優れた素質を持つ児童生徒
を発掘し、その才能を伸ばすための一貫した取組を推進する。

児童生徒の才能を伸ばす「一貫した取組」の推進



２０17年度 採択機関（10機関）

仙台高専、筑波大学、東京大学、リバネス、
金沢大学、鳥取大学、愛媛大学、鳴門教育
大学、長崎大学、琉球大学

科学技術イノベーションを牽引する傑出した人
材の育成に向けて、理数・情報分野の学習等
を通じて、高い意欲や突出した能力を有する小
中学生を発掘し、さらに能力を伸長する体系的
育成プランの開発・実施

JST 「ジュニアドクター育成塾」2017年スタート！

「科学の甲子園Jr」は2013年度スタート

https://www.jst.go.jp/c
pse/fsp/kikaku/pdf/pam
phlet/r3_jrdoctor_pam
phlet.pdf

↓

２０21年度 実施機関（30機関）
旭川工業高専、仙台高専、山形大学、東北公益文化大
学、筑波大学、埼玉大学、東京大学、リバネス、慶應義
塾大学、新潟大学、富山高専、金沢大学、福井大学、福
井工業高専、信州大学、静岡大学、三重大学、びわ湖ト
ラスト、舞鶴工業高専、大阪大学、和歌山工業高専、鳥
取大学、津山工業高専、広島大学、鳴門教育大学、愛媛
大学、有明工業高専、長崎大学、喜界島サンゴ礁科学
研究所、琉球大学



JST「次世代人材育成事業」の主なプログラムと実施年度

事業名 開始年度～終了年度
サイエンスキャンプ 1995～2014
サイエンスパートナーシッププログラム（SPP） 2002～2014
スーパーサイエンスハイスクール（SSH） 2002～現在
国際科学技術コンテスト支援 2004～現在
女子中高生の理系進路選択支援プログラム 2006～現在
理科支援員等配置事業 2007～2012
中高生の科学部活動振興プログラム 2008～2018
未来の科学者養成講座 2008～2013
中高生の科学研究実践活動推進プログラム 2015～2018
理数系教員養成拠点構築プログラム 2009～2015
アジアサイエンスキャンプ 2011～現在
科学の甲子園 2011～現在
サイエンスリーダーズキャンプ 2011～2016
次世代科学者育成プログラム 2012～2016
科学の甲子園ジュニア 2013～現在
グローバルサイエンスキャンパス 2014～現在
ジュニアドクター育成塾 2017～現在



JST 「ジュニアドクター育成塾」の多様性

実施機関名

国立大学法人

山形大学、筑波大学、埼玉大学、東京大学、新潟大学、
金沢大学、福井大学、信州大学、静岡大学、三重大学、
大阪大学、鳥取大学、広島大学、鳴門教育大学、愛媛
大学、長崎大学、琉球大学

私立大学 東北公益文科大学、慶應義塾大学

高等専門学校
旭川工業高専、仙台高専、富山高専、福井工業高専、
舞鶴工業高専、和歌山工業高専、津山工業高専、有明
工業高専

株式会社 リバネス

特定非営利活動法人 びわ湖トラスト、喜界島サンゴ礁科学研究所



JST 「ジュニアドクター育成塾」で行われる選抜

旭川工業高専 40/63
仙台高専 45/74
山形大学 40/52
東北公益文化大学 40/70
筑波大学 40/57
埼玉大学 −
東京大学 40/57
リバネス 31/47
慶應義塾大学 42/ 98
新潟大学 34/43
富山高専 40/67
金沢大学 −
鳥取大学 −
福井大学 19/25
福井工業高専 41/68

信州大学 47/79
静岡大学 −
三重大学 46/76
びわ湖トラスト 37/38
舞鶴工業高専 42/63
大阪大学 42/44
和歌山工業高専 52/63
津山工業高専 −
広島大学 43/113
鳴門教育大学 46/58
愛媛大学 45/254
有明工業高専 48/189
長崎大学 −
喜界島サンゴ礁科学研究所 17
琉球大学 43/73

※令和３年度連絡協議会資料より作成



長く関わりながら特異な才能を伸ばす（１）

https://www.jst.go.jp/cpse/fsp/kikaku/pdf/01_asahikawakousen.pdf



長く関わりながら特異な才能を伸ばす（２）

https://www.jst.go.jp/cpse/fsp/kikaku/pdf/10_niigatadaigaku.pdf



長く関わりながら特異な才能を伸ばす（３）

https://www.jst.go.jp/cpse/fsp/kikaku/pdf/09_keiogijyuku.pdf



長く関わりながら特異な才能を伸ばす（４）

https://www.jst.go.jp/cpse/fsp/kikaku/pdf/16_sizuokadaigaku.pdf



長く関わりながら特異な才能を伸ばす（５）

https://www.jst.go.jp/cpse/fsp/kikaku/pdf/18_biwakotorasuto.pdf



受講生たちの活躍・支える連携支援体制

受賞実績等 メンターの役割

教育委員会・企業等との連携

・教育委員会関係者が運営委員会の委
員として参画
・附属学校（教育方法・評価）
・地区の理科教育センター（新潟大学）
・日本トランスオーシャン航空（琉球大学）
・日立理科クラブ（東京大学）
・愛媛県立とべ動物園、愛媛県立総合博
物館、松野町おさかな館（愛媛大学）
・サイエンスハッスル（リバネス）
・株式会社アソビズム（信州大学）
・放送大学（埼玉大学）

・自然科学観察コンクール文部科学大臣賞
・日本学生科学賞 科学技術政策担当大臣賞
・国際学生科学技術フェア2021日本代表
・学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ2018文部
科学大臣賞
・第22回「図書館を使って調べよう学習コンクー
ル」文部科学大臣賞
・いきいきわくわく科学賞2021県知事賞
・日本学生科学賞 内閣総理大臣賞
・算数オリンピックジュニア 銀メダル
・第86回岡山県児童生徒発明くふう展 岡山県
教育委員会教育長賞
・全国学芸サイエンスコンクール 最優秀賞
・第57回全国児童才能開発コンテスト科学部
門 文部科学大臣賞
・テレビ朝日「サンドイッチマン＆芦田愛菜の博
士ちゃん」出演（琵琶湖博士ちゃんとして、び
わ湖の固有種を紹介）

・シニアメンター
・学生メンター
・企業勤務社会人メンター
・地域メンター



地理的・経済的格差を超えて進むために

R3愛媛大学ジュニアドクター育

成塾第１段階プログラム受講生
の居住地域
※市役所等の所在位置を目安
に表示



2．JST GSC/ Ehime University Kids Adacemia



第２期科学技術基本計画（２００１〜２００５年度）
４．優れた科学技術関係人材の養成とそのための科学技術に関する教育の改革
（1）研究者・技術者の養成と大学等の改革 （d）高等学校

高等学校においては、観察、実験、体験学習を重視した理科等の教育内容を充実するとともに、社会の変化
等に適切に対応した産業教育の振興のための実験・実習の施設・設備の充実を図る。

第３期科学技術基本計画（２００６〜２０１０年度）
第３章科学技術システム改革 １．人材の育成、確保、活躍の促進
（４）次代の科学技術を担う人材の裾野の拡大
②才能ある子どもの個性・能力の伸長

効果的な理数教育を通じて理科や数学に興味・関心の高い子どもの個性・能力を伸ばし、科学
技術分野において卓越した人材を育成していく必要があり、理数教育を重視する高等学校等に対
する支援制度を拡充するとともに、才能ある子どもの各種の国際科学技術コンテスト等への参加
を促進する。

また、大学入学者選抜の影響に関わらず才能ある児童生徒の個性・能力の伸長を図ることがで
きるよう、高等学校と大学の接続、いわゆる高大接続の改善を進める。具体的には、高等学校段
階において顕著な実績をあげた生徒がアドミッション・オフィス（ＡＯ）入試等の方式により適切な
評価が得られるようにすることや、大学の協力を得ながら科学技術関係人材育成のための特別
な教育課程を高等学校が編成すること、さらには、高校生を科目等履修生などとして大学に受け
入れたり大学の教員が高等学校に出向いて授業を行うなど高校生が大学レベルの教育研究に
触れる機会を提供する取組を行うことなど、工夫・改善を促進する。

それは15年前（2006年）まで遡る！



学校内の取組
スーパーサイエンスハイスクール（SSH)
（2002年〜）

学校外の取組
未来の科学者養成講座
児童生徒（小学生〜高校生）対象

２００８年度 採択機関
筑波大学、千葉大学、埼玉大学、京都大学、岡山大学

２００９年度 採択機関

北海道大学、東北大学、早稲田大学、慶應義塾大学、東京大学、福井
大学、広島市立大学、愛媛大学、九州大学

↓
次世代科学者育成プログラム（２０１２〜２０１６年度）

↓
グローバルサイエンスキャンパス（２０１４年度〜）

JST 「未来の科学者養成講座」2008年スタート



https://www.jst.go.jp/cpse/g
sc/for/images/r2_book.pdf

現在全国１４の国立
大学等にて実施中

H30採択

東北大学、東京農工大
学、慶應義塾大学、愛
媛大学、九州大学、琉
球大学

H 31採択

宇都宮大学、東京大学、
広島大学

令和1採択
国立情報学研究所

令和２採択
千葉大学、金沢大学

令和３採択
名古屋大学、神戸大学



先輩達の活躍

（https://www.jst.go.jp/cpse/gsc/for/senpai.html）

研究テーマ：
・Some notes about power residues modulo prime（素数を法とする
冪剰余について〜メルセンヌ素数のパターン解明と新素数発見を
目指して〜）
・Development of a small wind turbine with airflow control 
technique using a plasma actuator（プラズマによる気流制
御技術を用いた小型風力発電風車の製作）
・栃木県にて採取された大型陸生貧毛類の未記載種
・睡眠はショウジョウバエの新奇な食物臭への嗜好性に寄与する
・Optimized highly charged ion production for strong soft x-ray 
sources obeying a quasi-Moseley’s law（疑似モーズリーの法則に
従う高強度軟X線源の最適多価イオンの生成条件に関する研究）
・Complete genome sequence of a pepper yellow leaf curl 
Indonesia virus isolated from tomato in Bali, Indonesia
（インドネシア・バリ島のトマトから分離されたBegomovirus属
ウイルスの全塩基配列決定）

国内外での学会発表、受賞、学術雑誌への掲載多数



Ehime University Kids Academia

Ehime University 
Kids Academy 

since 2010
https://kids-academia.com/

Sumida, M. (2015). Kids Science Academy: Talent development in 
STEM from the early childhood years. In Khine, M. S. (Ed.) Science 
education in East Asia: Pedagogical innovations and research-
informed practices (pp. 269-295), Springer.



Ehime University Kids Academia

Kids Academiaの取り組み

① 「Gifted Academia」オンラインセミナー

② キッズアカデミア・サイエンス講座

③ 子どものコンテスト開催＆研究メンタリング

④ 「才能教育（Education of the Gifted）」に

関する国際共同研究・国際ネットワーク構築



Kids Academia Summer School 2021
その具体と子どもの実態（１）

参加者：10名（年中〜小学３年）
2021年7月28日〜2021年8月25日
（オンライン開催）



Kids Academia Summer School 2021
その具体と子どもの実態（２）



Kids Academia Winter School 2021
その具体と子どもの実態（１）

参加者：６名 （年長〜小学３年） 全て女子
2021年12月12日〜2022年1月10日
（オンライン開催）

ＳＴＥＡＭ

Medicine



Kids Academia Winter School 2021
その具体と子どもの実態（２）



3．3．愛媛大学附属高等学校における高大連携



平成27年度～平成31年度 スーパー・グローバル・ハイスクール指定

平成26年度～平成31年度 大学教育再生加速プログラム（テーマⅢ：高大接続）

令和２年度〜 WWLコンソーシアム構築支援事業カリキュラム拠点校

構想名：高大連携の国際化を通したSDGsグローバル人材の育成

「高大連携・接続」

・愛媛大学の講義受講により二重単位付与 （3年生全員）

・愛媛大学教員の指導による課題研究（ルーブリック開発）

平成20年に国立大学法人愛媛大学附属高等学校に改組
（総合学科：1学年の生徒定員120名）

令和3年度～ 文部科学省「研究開発学校」指定

研究開発課題：高大連携を活かした課題研究と教科学習の深化と拡充を通し、

個の特異な才能を見出して伸長し、社会的・情緒的支援を包摂する

テーラーメイド型の教育内容、指導方法および評価方法の研究

高大連携による教育の越境化・高度化・国際化



愛媛大学高大連携に関わる学内組織

WWL採択に伴い

新たに設置され
た委員会



研究の概要図

学びの個性化

学びの協働化 学びの越境化（STEM/STEAM, SDGs等）

学びの深化×

教科学習
国語科・数学科・理科・英語科・地歴公民科・保健体育科・農業科・家庭科・情報科

個の特異な才能を見出し、伸ばす
テーラーメード型教育課程の開発

大
学
等
と
の
連
携

課題研究
課題研究I（２年全員必修：グループ）、課題研究II（３年選択：個人）

生徒の関心や能力をプロファイル化するとともに、ICTを活用して学びのプログレスを分析・最適化

系列（ 「 生命科学」 「 物質科学」 「 教養文化」 「 社会文化」 ） による最適化

サイバー
メンタリング

研究開発校
愛媛大学附属高等学校

社会的・ 情緒的支援
愛媛大学教育学部インクルーシブ教育センター

〜生徒の強みと弱みを包摂して伸長する教育を目指して〜

研究ネット ワーク構築による最適化



2年生 大学生3年生1年生

海外長期留学海外短期留学

一部外国人
講師が担当

一部外国人
講師が担当

一部外国人
講師が担当

一部外国人
講師が担当

SDGs Youth 
Summit

一部外国人
講師が担当

SDGs伊豫学

（新設２単位）

SDGs探究Ⅰ

（新設２単位）
SDGs探究Ⅱ
（選択）

（新設２単位）

グローバル・スタ
ディーズⅡ（選択）

（新設２単位）

課題研究Ⅱ（選択）

（新設２単位）

リベラル・アーツ

（新設２単位）

グローバル・スタ
ディーズⅠ

（新設２単位）

（海外研修を含む）

課題研究Ⅰ

（新設２単位）
個別最適化
された学び

海外フィール
ドワーク

海外フィール
ドワーク

海外フィール
ドワーク

海外フィール
ドワーク

留学生と共
に探究活動

大学の留学生
による指導

高大連携を通した学びの拡がりと深まり



課題研究 “cyber mentoring” の試み（2020年度〜）

・遠隔で高大連携による指導を継続

・愛媛大学全学部（法文、教育、
社会共創、理、医、工、農学
部）の教員57名による指導

・３年生全員が受講・発表

・９月18日～30日までオンラインで公開発表
（特設ページの作成。非同期）
閲覧数：2057
（愛媛県内：1535; 県外：499、海外：23）

メール指導：46.9 %
同期型オンライン：46.9 %
対面指導： 0.5 %



広報誌から探る自治体の取組〜東温市をより住みやすく〜

冤罪に対する取り調べの可視化の効果

フィリピンへの日本人移民送出の歴史的背景とその活動

就学前におけるインクルーシブ保育を実現するための発達支援の在り方

ライフル射撃に求められる能力の追求

高畠華宵の作品の魅力について〜求めあれるニーズに応えて描く〜

愛媛みかん「甘平」「せとか」のブランド向上〜地域活性化のために〜

モザンビークで「プロサンバンナ事業者」中止！

中古学生服リユースの周知へ〜アドラリユースとの連携を通じて〜

薬膳による病気の予防〜中医学の考えに基づく体調管理〜

がんの治療法〜緩和医療の重要性〜

医療における自発的な笑い〜身体に及ぼす影響と効果〜

課題研究のタイトル例（法文学部・教育学部・社会共創学部・
医学部）（2020年度）



積分によるフーリエ解析の公式の証明

ラグランジュ点の利用と性質

人工衛星｢あかつき｣の金星までの道のり～金星到達の背景と軌道計算～

後期白亜紀アンモナイト・スカファイテスに見られる多峰性死殻分布の解釈

情報ストレージの高密度化を実現するためのシミュレーション

義肢と素材～より良い生活を目指して～

芳香族化合物の匂いの構造～構造による匂いの違い～

動画像処理のくらしへの活用～色による識別～

異なる時期に播種したはだか麦における穂の成長への寄与

キュウリ収穫ロボットの完成へ

樹木精油の生理活性とその有効活用～精油の抗菌作用～

耐塩性作物の栽培可能領域と導入の可能性

水田フィールドにおけるメソコズムの調査

課題研究のタイトル例（理学部・工学部・農学部） （2020年度）



•日本地質学会主催「日本地質学会ジュニアセッ
ション」奨励賞

•日本化学会中国四国支部化学教育研究発表会
「ポスター発表部門」奨励賞

•第17回化学グランドコンテスト ポスター賞

• EGF（愛媛グローカル・フロンティア）キャンパスア
ワード2021-2022 えひめ産業振興財団賞

課題研究が学会発表・受賞等へつながった例（2021年度）





Eカフェ

〇毎週、水・金曜日の昼食時に英語交流

〇留学生13名（ガボン、フィリピン、ネ
パール、フランス等12か国）

〇附属中学校、県内SSH校、県外高校の
生徒もオンライン参加、保護者や愛媛
大学生も対面式に参加

〇今年度全28回実施

○参加した留学生の延べ人数：163名

○参加した生徒の延べ人数：916名



〇今年度全28回実施（参加した留学生の延べ人数163名、参加した生徒の延べ人数916名）

時差の課題を超えた交流へ向けた試行

令和３年度
から対象国
に「モザン
ビーク」を
追加

学習プラット
フォーム
「Flipgrid」
の活用

産学官連携による国際交流



〇今年度全28回実施（参加した留学生の延べ人数163名、参加した生徒の延べ人数916名）
国内10校
生徒80名
教員他20名

愛媛大学留学
生６名

愛媛大学国際GP

「海外の附属高
校による国際ネッ
トワーク構築によ
る国際協働の高
度化と拡充～国
際交流のモデル
校を目指して～」
による支援

全国高校生 Pre-SDGs Youth Summitを「メタバース」で開催

大学附属高校による国際ネットワーク構築へ向けて



「サイエンスキャッスル研究費2020アサ
ヒ飲料賞」「海洋性細菌による生分解性
プラスチックの生産」

海の宝大賞(最優秀：全国１位)

「社会共創コンテスト2020奨励賞」
「事象の数学化～愛媛県の伝統工芸品

『姫てまり』を通して～」



「海洋性細菌による海洋マイクロプラ
スチック汚染の解決に向けて」

「サイエンスキャッスル研究費

2021資源循環賞」

「第４回グローバルサイエンティスト
アワード“夢の翼”(最優秀賞・文部
科学大臣賞)」

「第７回全国ユース環境活動発表大
会」（国連大学サステイナビリティ高
等研究所所長賞）

「スポGOMI甲子園2021」
「全国大会優勝」
令和3年12月26日
東京都墨田区役所
リバーサイドホール
にて開催



松山青年会議所主催外国人向け観光復興支援事業「まつやまにおいでんか～
WELCOME TO MATSUYAMA～」の制作動画コンテスト 「準グランプリ」

EGF（愛媛・グローカル・フロンティア）ビジネスプラン
キャンパスアワード2020-2021 「優秀賞」

ほんとは想い続けてます、愛媛のキ
ウイは日本一！

「地域資源のマネジメント
×

キウイフルーツ」

地域ベースの教育の価値開拓・社会変革

https://www.mjckokusai.com/https://www.mjckokusai.com/



免許状更新講習

「才能ある子どもの個性や能力を伸長する

教育」 2011年～2021年

愛媛大学 学部生対象

教職専門科目（選択）

「才能教育論」 2019年〜




